
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

玉 野 市 立 
玉野商工高等学校 

               

２０１９年度  

学校運営協議会と地域学校協働本部 
の設置・拡充に向けた調査研究事業                

報 告 書 
「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」の推進  

 ～地域との連携の効果的な仕組み、在り方に係る研究～ 
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Ⅰ 研究概要 

 

１． 学校の概要 

 

（１） 所在地 

〒７０６－００１２ 

岡山県玉野市玉６－１－１ 

電話 ０８６３－３１－５３４１ ＦＡＸ ０８６３－３１－５３４２ 

アクセス：ＪＲ宇野線、宇野駅よりバス約５分、商工高校前下車 

 

（２） 設置学科及び学級数 

機械科      ２学級（２年１、１年１） 

ビジネス情報科 １０学級（３年４、２年３、１年３） 

 

（３） 生徒数 

全校 ４３９名（３年１５２名、２年１３５名、１年１５２名） 

 

（４） 校訓 

３Ｐ精神 

 ・誇 り（Pride）・・・・・・・自信と責任、自主性、積極性 

 ・ゆとり（Placidity）・・・・・友情と創意、社会性、協調性 

 ・粘 り（Perseverance）・・・ 忍耐と努力、持続性、強じん性 

 

（５） 沿革 

本校は、昭和３２年に岡山県で初めての市立商業高等学校、岡山県玉野市立商業高等

学校（全日制）として設立された。昭和４０年に玉野市立玉野商業高等学校に改称され、

「地域に愛され、地域に根ざし、地域に貢献する学校」として歩んできた。平成２９年

には商業高等学校として６０周年を迎えたが、平成３０年度から機械科を設置し、玉野

市立玉野商工高等学校に改名、「ものづくりのまち玉野」を商工業両面から活気づける

商工教育高等学校として新たなスタートを切った。地域と連携して学習できる環境を活

かし、地域に貢献し、活躍できる「人財」教育を目指している。  

 

 （６）新しい学校づくりの取組 

平成３０年度は、新しい学校をつくるというコンセプトのもと、全教職員で「１０年

後の玉野商工高校の生徒像」「生徒にどんな力をつけて卒業させたいか」を考え、中学校

教員、企業関係者、保護者等の意見も集約し、育成したい九つの資質・能力を完成させ

た。そして、これらの資質・能力を伸ばす教育を「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」と名

付けた（資料参照）。 

 

【育成したい九つの資質・能力】 
 
「人間力（Communication：思考の伝達）」 

  ①自己理解力 ②他者理解力 ③人間関係形成力 

「実践力（Collaboration：協働）」 

  ④地域文化理解力 ⑤キャリア実践力 ⑥社会参画力 

「基礎学力・専門知識力(Logical thinking：論理的思考)」 

  ⑦知識力 ⑧創造力 ⑨課題発見解決力 
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その後、生徒の成長や変容を「見える化」す

るために、生徒、保護者、教職員に現状を振り

返るアンケートを行い、ルーブリックを作成

した（資料参照）。ルーブリックのレベル３を

卒業までに全生徒が身に付けることとした。

そしてレベル５を目指す生徒像として設定し、

本校への入学希望者に求める生徒像もルーブ

リックを踏まえて作成した。 

また、保護者等にアンケートを行い、次年

度最重点で伸ばす資質・能力を「人間関係形

成力」と設定した。これらを踏まえ、教育目標

として「共育」「共創」「人財の育成」を掲げ、

「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」を進めるた

めの学校グランドデザインを作成した（資料

参照）。 

 

 

 

 

 

 

２． 研究の概要 

 

（１） 研究主題 

「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」の推進 

～地域との連携の効果的な仕組み、在り方に係る研究～ 

 

（２） 実践研究のねらい 

 「ものづくりのまち玉野」を商工業両面から活気づける商工教育高等学校としての役

割を果たし、育成したい資質・能力を伸ばす「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」を推進す

るため、本校は、令和元年度、地域を教育フィールドとし、「地域と共にＣｏＣｏＬｏ （こ

ころ）を育て、地域に貢献する人財を育成する」ことを学校のミッションに掲げ、学校

運営協議会制度（以下「コミュニティ・スクール」という。）を導入した。   

コミュニティ・スクールの導入により、次の二点からの効果を期待した。 

 ・取組の方向性に基づく教育実践の円滑化 

 ・取組の方向性に係る地域との共有と熟成 

    以上のことを踏まえ、次のようなねらいのもとで本実践研究に取り組むことにした。 

「学校グランドデザイン」 

「CoCoLo（こころ）の教育（イメージ図）」 「ルーブリック」 
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実践的取組として、 

・地域貢献活動に積極的に参加し、高校生ならではの企画提案を行う等、地域活性化 

 の一翼を担う活動を行う。 

・隣接する小、中、高が一体となって地域に密着した系統的なキャリア教育の実践、 

 地域住民等とともに行うフィールドワーク学習、生徒が地域や学校で活躍し輝ける 

場づくり等の実践的な取組を実施する。 

 

    これらの取組を通じて、 

  ◆「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」に掲げる育成したい九つの資質・能力をバラン 

  ス良く伸ばすことを目指す 。 

◆高等学校でのコミュニティ・スクール等の仕組みを活かした学校と地域社会の持続 

 可能な連携・協働体制のモデル構築を図る。  

 

        

３． 研究の経過及び内容（概要） 

 

期 日 内 容（概要） 

７月 ２日 研究推進協議会委員による機械科授業視察（株式会社宮原製作所） 

第１回学校運営協議会及び研究推進協議会 

○学校運営協議会 

・学校運営方針の承認 

・学校の取組に対する意見交換 

○研究推進協議会 

・令和４年度以降の学校運営方針の構想に係る説明 

・各ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）での意見交換 
 

 

８月２６日 

 

 

 

 

 

８月２９日 

ＷＧ委員会（実施可能な取組を短期・中期・長期的視点で協議） 

○ＷＧ１（企業連携）（第１回） 

・バス停のベンチ設置についての検討 

・デュアルシステムの導入やコンソーシアムの構築の検討等 

○ＷＧ３（ボランティア活動連携）（第１回） 

・循環型、課題解決型ボランティアの必要性の共通理解 

・瀬戸内国際芸術祭での地元特産品販売や古民家の改装企画の検討等 

○ＷＧ２（小中学校との連携）（第１回） 

・異世代間交流の必要性についての共通理解 

・合同挨拶運動、スマホ学習会の企画の検討等 
  

 ９月１７日 研究推進協議会委員によるビジネス情報科授業視察 
 

 

１０月１５日 

    

１６日 

県外先進校視察 

・名古屋市立名古屋商業高等学校（協力企業確保と持続的な地域連携の在

り方） 

・長野県立飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校（組織的な地域連携の在り方） 
 

１１月 ５日 研究推進協議会委員による機械科授業視察（株式会社三井Ｅ＆Ｓホールデ

ィングス） 
 

１１月１４日 第２回学校運営協議会及び研究推進協議会 

○学校運営協議会 

・学校評価書中間評価の実施 

・県外学校視察報告 
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○研究推進協議会 

・生徒による地域と連携した活動報告 

・各ＷＧでの意見交換 
 

 

１１月１８日 

ＷＧ委員会 

 ○ＷＧ３（ボランティア活動連携）（第２回） 

  ・ビジネス情報科の授業（「ビジネス経済応用」）への参加 
 

 

１２月２５日 

 

       

１月１４日 

 

 

１月２７日 

ＷＧ委員会（次年度の実施可能な取組を協議） 

○ＷＧ２（小中学校との連携）（第２回） 

・玉野市立玉中学校との合同スマホ学習の企画 

・小中学校に向けての未来手帳活用出前講座の企画 

○ＷＧ３（ボランティア活動連携）（第３回） 

・「キッズビジネスタウンたまの」のリニューアル化 

・築港商店街と連携したイベントの実施 

○ＷＧ１（企業連携）（第２回） 

  ・ビジネス情報科のデュアルシステム化の検討 

  ・「課題研究」の深化についての協議 
 

 ２月１７日 第３回学校運営協議会及び研究推進協議会 

 ○研究推進協議会 

  ・各ＷＧでの意見交換、情報共有 

  ・一年間の振り返り検証、協議 

 ○学校運営協議会 

  ・学校評価書最終評価の実施 

  ・令和２年度学校グランドデザインの提示、承認 

  ・令和４年度に向けた教育課程案の提示、承認 

  ・令和２年度学校行事及び組織編成の提示、承認 

  ・職員の任用に関する意見具申の確認 

  ・規約の改訂の提示、承認 
 

 ３月 ３日 研究成果発表会 

 ○生徒発表 

  ・今年度実践事例の紹介等 

 ○研究推進協議会委員発表 

  ・研究の概要 

  ・研究の経過と内容 

  ・研究の成果と課題 
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Ⅱ 具体的な研究内容 

 

１．推進体制 

 

（１）推進体制の構築 

    本実践研究のねらいに即して、学校運営協議会は、企業連携の観点から玉野公共職業 

安定所、玉野商工会議所、玉野市商工観光課、小中高の連携の観点から玉野市の小学校

や中学校の校長、地域をフィールドとしたボランティア活動等を念頭に地域住民等を選

定した。 

    また、本実践研究の中心的推進組織として研究推進協議会を設置し、学校運営協議会 

の取組を検証することにした。委員としては、学校運営協議会の委員に加えて、適切な 

指導助言を行う知見を有する玉野市教育委員会学校教育課職員や有識者等（大学教授、 

地域の商工業関係者等）を委嘱した。 

    特徴としては、両協議会を一体として運用するとともに、従来本校が行ってきた取組 

に対する意見や助言にとどまらず、共に活動を創出し、実践を行うことを意識した体制 

としたことである。そのために、研究推進協議会のもとに、複数のＷＧを設置し、すべ 

ての委員がいずれかのＷＧに所属して、ＷＧごとに活動を行うことにした。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な連携・協働体制のモデル（構想図） 

№ 所属団体・役職等 ＷＧ № 所属団体・役職等 ＷＧ

1 玉野公共職業安定所所長 ＷＧ１ 14 株式会社三井Ｅ＆Ｓビジネスサービス人事総務サービス部玉野分室長 ＷＧ１

2 玉野商工会議所総務課長 ＷＧ１ 15 株式会社宮原製作所取締役経営企画部長 ＷＧ１

3 玉野商工会議所青年部会長 ＷＧ１ 16 三国工業株式会社経営管理部課長 ＷＧ１

4 玉野市商工観光課課長 ＷＧ１ 17 瀬戸内温泉たまの湯支配人 ＷＧ３

5 玉野市小学校長会代表 ＷＧ２ 18 両備バスカンパニー玉野営業所所長 ＷＧ３

6 玉野市中学校長会代表 ＷＧ２ 19 前ＮＰＯ法人ＵＮＯＩＣＨＩ実行委員会理事 ＷＧ３

7 玉野市青少年育成センター所長代理 ＷＧ３ 20 デザイン事務所アダプト（地域住民） ＷＧ３

8 スクールカウンセラー ＷＧ２ 21 フリーアナウンサー（地域住民） ＷＧ２

9 地域住民代表 ＷＧ３ 22 岡山大学大学院教授

10 玉野商工高等学校ＰＴＡ会長 ＷＧ２ 23 玉野市教育委員会教育長 ＷＧ２

11 玉野市教育委員会学校教育課課長（兼玉野商工高等学校事務長） ＷＧ３ 24 玉野市教育委員会学校教育課主幹（指導主事） ＷＧ２

12 玉野商工高等学校校長 ＷＧ１

13 玉野商工高等学校教頭 ＷＧ３

学校運営協議会委員 研究推進協議会委員（学校運営協議会委員13名を含む）
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（２）ＷＧの活用 

    ＷＧは、連携先別にＷＧ１（企業連携）、ＷＧ２（小中学校との連携）、ＷＧ３（ボラン

ティア活動連携）の三つを設置し、各研究推進協議会委員から具体的な意見を集約しや

すいようにした。 

   実際の運用では、研究推進協議会委員とともに事務局である本校教職員もＷＧに加え

た（合計３４名）。また、生徒の意見も取り入れるべきだという委員の意見により、年度

途中から生徒をＷＧ等の協議に加えた。  

 

 ２．評価の「見える化」と実践の充実 

 

 （１）生徒の成長に関する評価の「見える化」  

     「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」を推進するために、授業や特別活動、ボランティア

活動等の教育活動すべてにおいて生徒にルーブリックを意識させ、成長を促す仕組みが

必要と考えた。また、第１回学校運営協議会の協議の中でも、委員から「ボランティア

活動は従来から盛んに行っているが、より充実したものにするために事前の意識付けと

振り返りを行うことが重要である」「高校生に、ボランティア活動等の企画運営に携わっ

てもらえば、意識が高まる」等の意見が出された。 

これらの意見を踏まえて、ルーブリックを活用したＧＲＯＷ ＵＰシートを作成した

（資料参照）。ＧＲＯＷ ＵＰシートとは、学校行事やボランティア活動などで、九つの

資質・能力のうち、生徒自身が成長させたい三つの資質・能力を選択し、自分で目標を

定め、事後に振り返りを行い、自分の成長を確認するポートフォリオ・シートである。

ルーブリック表に基づいて事前・事後で５段階評価を記入し、自由記述も記録するよう

にした。 

 

 （２）従来の活動の拡充 

 

   ア．企業連携の取組 

   本校は、玉野市商工観光課との連携により、２年生において夏季休業中にインター

ンシップを３～４日間行っており、全員実施になって３年目となった。今年度は、６

６事業所に１３３名の生徒が参加した。 
 

     【インターンシップ発表会の充実】 

    インターンシップ実施後は、報告書の作成、クラス発表会、校内発表会を行うが、

校内発表会では、 受け入れ事業所にも参加を呼びかけた。参加した事業所からは、「こ

の発表会は一般公開しても良い」「自社の教育内容を見直すきっかけになった」など前

向きな意見があり、地域で学習するフィールドが広がっている実感を得られた。今後

は、一般公開や校外での発表などに加えて、地域企業等と連携したデュアルシステム

の導入を視野に考えていく必要がある。  

 

№ 所属団体・役職等 ＷＧ

25 玉野商工高等学校事務長代理

26 玉野商工高等学校主幹教諭 ＷＧ２

27 玉野商工高等学校教務課長 ＷＧ３

28 玉野商工高等学校総務課長 ＷＧ３

29 玉野商工高等学校生徒指導課長 ＷＧ２

30 玉野商工高等学校進路指導課長 ＷＧ１

31 玉野商工高等学校教育相談室長 ＷＧ２

32 玉野商工高等学校工業科主任 ＷＧ１

33 玉野商工高等学校商業科主任 ＷＧ１

34 玉野商工高等学校数学科主任（共通教科代表） ＷＧ２

事務局
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「インターンシップの様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

イ．小中学校との連携の取組 

小中学校との連携強化 

  本校は、平成２１年度から、こづかい帳やマナー講座など商業の学習内容の広報活

動の一環として市内５中学校の３年生を対象に出前講座を行ってきた。その後、平成

２４年度から中学２年生のチャレンジワーク事前学習講座も加わり、平成２７年度か

らは、本校３年生が母校に行き、面接マナーの出前講座を行っている。現在では、市

内７中学校の他、岡山・倉敷市内の中学校からも依頼を受け、今年度は延べ２３校と

なった。 
 
【小中学校との接続を意識したキャリア教育の充実に向けて】 

研究推進協議会のＷＧ２（小中学校との連携）の議論では、来年度、小中高連携 キャ

リア教育の一環として未来手帳（本校独自のスケジュール帳）を活用した一日のスケ

ジュール管理の出前講座を希望するという案が出た。さらに、プログラミングやドロ

ーンを使った授業を生徒が行う出前講座も提案され、それらが持続可能な取組になる

カリキュラム編成を行う予定である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

ウ．ボランティア活動連携の取組 

   （ア）瀬戸内国際芸術祭２０１９春会期 

     【機械科とビジネス情報科の初コラボレーション】   

      昨年度、ビジネス情報科が作成した観光案 

内図「すみたまっぷ」を機械科がアクリル板 

印刷加工し、多くの来場者にプレゼンテーシ 

ョンを行った。また、外国人観光客に英語と 

身振り手振りを交えてコミュニケーションを 

行った。 

 

 

 

「機械科のブース」 

「中学校での出前授業の様子」 
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（イ）たまの港フェスティバル 

【ステージ内容の新規企画・運営】   

   実行委員会からの依頼を受け、ステージの 

内容を新規に企画し、運営した。新たに企画 

した内容は次のとおりである。生徒会による 

玉野商工活動トークショー、機械工作部によ 

る学科紹介。ビジネス経済応用選択者による 

商店街の生ＣＭインタビューなど。 

 

          

（ウ）読み聞かせボランティア 

【図書委員会による初の企画実施】 

   市図書館の依頼を受け、図書館司書による 

指導を受け、図書委員会が幼児に対する絵本 

の読み聞かせや絵本クイズ等、様々な工夫を 

して企画実施した。 

 

 

 

（エ）宇野まち竹あかり２０１９みなと灯幻郷 

【宇野港魅力化の取組】 

 玉野青年会議所の依頼を受け、瀬戸内国際 

芸術祭夏会期に合わせた竹あかりの設置を、 

全体のレイアウトを考え、行った。青年会議 

所の会員と交流し、宇野港の魅力化に取り組 

んだ。 

                 

 

（オ）瀬戸内国際芸術祭２０１９秋会期 

【研究推進協議会委員と生徒によるコラボレーション】 

   ＵＮＯＩＣＨＩ実行委員会の依頼を受け、 

瀬戸内国際芸術祭公式フード「たまののたま 

べん」の販売に参加した。研究推進協議会委 

員のコーディネイトのもとで彩りや形にこだ 

わった食材詰めや観光客に向けた広報活動も 

行った。 

 

                         

（カ）深山公園アンブレラプロジェクト 

【課題解決型ボランティアへのチャレンジ】 

   県備前県民局と市協働推進課の依頼を受け 

傘をアートのテーマとした深山公園アンブレ 

ラプロジェクトをビジネス情報科３年課題研 

究の「デザイン制作」グループが取り組んだ。 

テーマにもとづき、デザインやアイデア、 

     作品内容、現地調査、設置作業など試行錯誤 

しながら、２か月の長期にわたる課題解決型 

ボランティアを行った。 

 

 

「ステージの様子」 

「読み聞かせの様子」 

「竹あかりの設置の様子」 

「たまべんの販売の様子」 

「アンブレラプロジェクト」 
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（キ）みやま公園まつり 

【活性化に向けた活動の拡大】  

  玉野市の深山公園内にあるイングリッシュ 

  ガーデンの活動スペースにおいて、課題研究 

  「商品開発」グループの販売の他、家庭科部、 

  書道部、報道部、図書委員会、ビジネス経済 

  応用選択者、雄心祭（文化祭）の展示などを 

  行い、活動を大きく広げた。 

 

 

（３） 新たな活動の創出「生徒と地域が共に創り上げる活動」  

 

     研究推進協議会のＷＧの協議の中で、地域を教育フィールドにして、地域と共に行う 

新たな活動を、生徒と研究推進協議会委員が共に創り上げていった。共に意見を出し合 

い、いくつも出された提案の中から、実施可能なものを先行的に実行した。 

 

  ア．企業連携の取組 

      第１回研究推進協議会のＷＧ１（企業連携）の協議の中で、企業と生徒が協働し、

地域貢献できる活動を模索した。その中で、バス停の整備でベンチ（ＣｏＣｏＬｏベ

ンチ）の設置に向けた取組の提案が行われた。ビジネス情報科の生徒がバス停の調査

を行い、機械科が作成、地元企業が材料の提供や切断加工等の技術指導を担うなどの

可能性を探った。 

今年度は、９月にビジネス情報科３年課題研究の授業で、「地域のデザインをする」

をテーマにバス停の調査を行い、問題点の洗い出しを行うとともに、機械科の生徒が、

企業からの材料の提供や切断加工等の技術指導を受けてベンチを試作した。今後は、

市の道路管理課等関係各所との相談調整で設置に向けた準備を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

             

 

 

 

 
 

「書道部の展示」 

「ベンチ調査」 「バス停調査」 

「ベンチ製作」 「試作したベンチ」 
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   イ．小中学校との連携の取組 

    第２回学校運営協議会及び研究推進協議会のＷＧ２（小中学校との連携）の協議の 

中で、生徒が中高生の共通するスマホの問題について話し合いたいと提案し、玉野市

立玉中学校との合同スマホ学習会（ＣｏＣｏＬｏ学習会）を行うことを決定した。そ

の後のＷＧの委員会で、今年度中に共通の課題を洗い出すためのアンケートを高校生

が企画実施し、互いの課題の情報共有を行い、目標設定することを決定した。 

    来年度は、合同スマホ学習の実施とスマホ利用のルールづくりを進めていく予定で

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 
 
 
   ウ．ボランティア活動連携の取組 

   （ア）ボランティア通信（ＣｏＣｏＬｏ通信）の協働作成 

地域連携担当教員が、活動内容を「見える化」 

し、教職員と生徒の参画意識を高めるため「ボ 

ランティアのＣｏＣｏＬｏ（ＣｏＣｏＬｏ通信）」 

を発行した。ボランティア名称、日時、参加生 

徒・教職員数、参加生徒の気づきや意見、主催 

者からの声、今後のボランティア日程などを掲 

載し、１２月までに１２回発行した。Ａ３サイ 

ズでカラー印刷したものは教室掲示し、教職員 

には参加生徒・教職員名が入ったもの、近隣中 

学校へは「ＣｏＣｏＬｏ通信」の名称で配付し 

本校のボランティア活動について情報提供を精 

力的に行った。今後は、生徒や地域の関係者と 

共に作成、発行に当たることを検討している。  

 

 

（イ）クリーンアップＤＡＹボランティア（ＣｏＣｏＬｏボランティア） 

  研究推進協議会委員や本校卒業生がメンバ 

 ーで活躍しているＵＮＯＩＣＨＩ実行委員会 

 の企画ＳＯＳ（SaveOurSea）プロジェクトに生 

徒が参加し、大学生や他校生徒とともに清掃活 

動を行った。ＳＤＧｓの視点から、様々な地球 

環境問題を考える機会となった。また、３年ビ 

ジネス情報科の課題研究で携帯ゴミ箱の作成し 

販売を行った。  

 

 

「ボランティア通信［ＣｏＣｏＬｏ］」 

「ＳＯＳプロジェクト」 

「ＷＧ２（小中学校との連携）の様子」 
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（ウ）「キッズビジネスタウンたまの」の改善に向けた動き 

「キッズビジネスタウンたまの」は、「子どもたちが創る子どもたちの街」の理念の

もとで、市役所や地域の企業等と連携し、「みんなで働き、遊ぶことを通して、共に協

力しながら街を運営し、社会の仕組みを学ぶ」キャリア教育の一環としての地域協働

活動であり、今年度で８回目を迎えた。 
 
  【生徒による課題の分析】 

 １１月２日に実施した後、この活動の主体であるビジネス情報科３年生が、来場

者等のアンケートを分析し、待ち行列の対応、店舗設計、陳列方法、役割分担、体験 

ブースの増設、ニーズを踏まえたブースの企画等を課題として抽出した。生徒は、

この活動を通じて、「自分たちでゼロからつくりたい」という思いを強く抱くように

なり、第２回の研究推進協議会の場で委員に伝えた。 

 
 
  【生徒と研究推進協議会委員の協議による改善の動き】 

 その後のＷＧ３（ボランティア活動連携）の議論では、「自分たちで考えた企画に

プロのアドバイスをもらえる とより本物に近づく」「ブースを増やすには人手が必

要」などの意見が出された。これを踏まえて、生徒と委員が協議する中で、「１年生

もこの活動に参加」「プロのアドバイスを受けるには地域住民や企業にも参加が必要」

「ブース増加にもつながる」「空き店舗や商店街で展開すればより本物に近づけるこ

とができる」「ブースの魅力化や地域の活性化につながる」等、改善の方向性を見出

した。 

すでに来年度からの参加希望の企業もあり、また、小学生や保護者のこのイベント

対する需要も高く、本校の生徒のＧＲＯＷ ＵＰシート評価も成長度が高い。今後は、

九つの育成したい資質・能力を伸ばす取組としてカリキュラムに組み入れることを

考え、第１０回に向けて来年度以降、生徒の参画によりリニューアルさせる予定で

ある。   

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「キッズビジネスタウンたまの開会式」  「キッズビジネスタウンたまのブース」 
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Ⅲ 研究の成果と課題 

 

本実践研究を行うことにより、本来学校運営協議会が担う学校運営の方向を協議し支援につ

なげる体制が構築され、学校運営に関する基本方針を踏まえた教育支援活動の展開が円滑化し

た。また、学校、家庭、地域が課題や情報等を共有することで地域住民や保護者等による学校

支援が活性化されるとともに、生徒の資質・能力の向上にも一定の成果が得られたと考える。

具体的には、次のような成果や課題が見い出された。  

 

１．「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」に掲げる育成したい九つの資質・能力をバランス良く伸

ばすことについて 

 

 （１）ルーブリック評価の分析 

     生徒と教職員に対して年度初と年度末にルーブリック評価を実施し、次のような結果

が得られた。今年度の目標は、育成したい九つの資質・能力のうち、五つの資質・能力

（他者理解力、人間関係形成力、地域文化理解力、社会参画力、課題発見解決力）につい

て、各学年０.３ポイント上昇させることであった。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分析表から生徒も教職員も伸び率に差があるものの、総じてどの資質・能力も向上し

ており、九つの資質・能力を概ねバランスよく伸ばすことができているといえる。 

 中でも地域を教育フィールドにしている観点から、地域文化理解力と社会参画力の生

徒評価に着目してみると、地域文化理解力の伸び率は、１年生０.１ポイント、２年生

は０.５ポイント、３年生は０.９ポイント、社会参画力の伸び率は、１・２年生は０.

３ポイント、３年生は０.９ポイントといずれも学年が上がるにつれて伸び率が大きく

なる傾向を示している。このことから、発達段階に応じた「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の

教育」の浸透の成果が一見できる。 

しかし、この二つの資質・能力は、いずれも卒業までに求めるレベル３を年度末デー

タで満たしておらず、１・２年生で六つ、３年生で四つの資質・能力でも満たしていな

い。 

ルーブリック評価 ※網掛けは、今年の目標項目
１年生徒 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 2.8 3.4 2.9 2.2 2.5 2.0 2.2 2.1 2.4 2.5
年度末 3.0 3.4 3.1 2.3 2.5 2.3 2.6 2.5 2.5 2.7
比較 0.2 0.0 0.2 0.1 0.0 0.3 0.4 0.4 0.1 0.2

２年生徒 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 2.7 3.2 3.0 2.2 2.1 2.2 2.5 2.3 2.3 2.5
年度末 3.0 3.3 3.3 2.7 2.7 2.5 2.7 2.7 2.7 2.8
比較 0.3 0.1 0.3 0.5 0.6 0.3 0.2 0.4 0.4 0.3

３年生徒 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 2.6 3.2 2.9 1.9 2.3 2.0 2.2 2.1 2.1 2.4
年度末 3.2 3.6 3.4 2.8 3.2 2.9 3.0 2.9 2.9 3.1
比較 0.6 0.4 0.5 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7

１年教員 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 1.9 1.6 1.9 1.3 1.6 1.3 1.4 1.3 1.2 1.5
年度末 2.7 2.4 2.5 1.8 2.4 2.1 2.2 1.8 1.9 2.2
比較 0.8 0.8 0.6 0.5 0.8 0.8 0.8 0.5 0.7 0.7

２年教員 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 2.0 1.9 1.9 1.6 1.9 1.4 1.7 1.4 1.7 1.7
年度末 3.2 3.2 3.2 2.5 2.7 2.8 2.7 2.8 2.6 2.9
比較 1.2 1.3 1.3 0.9 0.8 1.4 1 1.4 0.9 1.1

３年教員 自己理解力 他者理解力 人間関係形成力 地域文化理解力 キャリア実践力 社会参画力 知識力 創造力 課題発見解決力 平均
年度初 2.9 2.6 2.7 2.0 1.9 2.1 2.2 2.0 2.0 2.3
年度末 3.4 3.5 3.5 2.8 3.5 3.3 2.8 2.8 2.7 3.1
比較 0.5 0.9 0.8 0.8 1.6 1.2 0.6 0.8 0.7 0.9
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 この要因は、次の学校自己評価アンケートの「地域文化理解力に学習への対応」の問い

に対する回答から見て取れる。この問いに対する肯定的回答が、教職員６６.７％、保護者

５４.８％、特に生徒３６.９％とかなり低い。このことから、地域文化理解力や社会参画

力の向上は，地域を教育フィールドにした学習活動だけではなく、本校教育課程や学校グ

ランド・デザインに位置付け、教育全体計画の見直しを図らなければならない。特に各教

科での地域を題材にした教材開発など、教科の特性を生かした授業づくりが必要となる。 
 
【地域文化理解力】（学校自己評価アンケート） 

 

  

 

 

 

※赤線は、卒業時に身についている基準
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（２）ＧＲＯＷ ＵＰシート評価の分析 

今年度は、学校グランドデザインの「どのように学ぶか（教育課程の実施等）」に掲げた 

学校行事等に加えて、本実践研究の中で地域を教育フィールドにしたボランティア活動に

おいてもＧＲＯＷ ＵＰシートを活用した。その結果と振り返りの記述は、次表のとおりで

ある。 

 

 
※目標達成とは、行事後評価が行事前評価と同じか上回った生徒の割合。目標を上回るとは、行事後評価が行事前評

価より上回った生徒の割合である。目標を上回る項目・数／総数とは、目標を上回った生徒の総数のうち、目標を
上回った項目と数である。 

 

一回の活動ですぐに結果を求めることは難しいが、事前に目標を定め、事後に振り返る

ことにより、学校行事やボランティア活動に意欲的に取り組むようになっていることがわ

かる。ここでも、社会参画力の向上が顕著に見られるのと同時に、課題発見解決力も伸び

たと生徒が感じていることに注目したい。 

 

【ＧＲＯＷ ＵＰシート 生徒記述から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に「キッズビジネスタウンたまの」は、小中学生や保護者など異世代間が地域を巻き

込んで交流する活動であり、その傾向が強くうかがわれる。前述のように、今後、「キッズ

ビジネスタウンたまの」を生徒主体で改善していく予定であるが、このような地域との協

働の取組が、生徒の社会参画力や課題発見解決力以外の資質・能力向上につながるよう仕

掛けていくことが課題である。  
 
 

行事 
目標を 

上回る 

目標 

達成 
目標を上回った項目・数／総数 

港フェスティバル 9.3% 74.0% 他者理解力 1、人間関係形成力 10、 

地域文化理解力 6、課題発見解決力 2

／14 

オープンスクール 11.5% 76.9% 人間関係形成力 3／3 

ビーチサッカー 7.4% 63.0% 人間関係形成力 2、課題発見解決力 1

／2 

インターンシップ 6.7% 77.0% 人間関係形成力 7、社会参画力 1、課

題発見解決力 2／9 

キッズビジネスタウン

（２年） 

16.5% 82.0% 人間関係形成力 16、社会参画力 12、

課題発見解決力 12／22 

キッズビジネスタウン

（３年） 

21.1% 85.5% 人間関係形成力 19、社会参画力 16、

課題発見解決力 14／32 

（キッズビジネスタウンたまの） 

 ・小学生と協力して商品を売ることができ、主体的に取り組むことができた。自分

に何が足らないか改善点が見つかった。 

 ・小学生のお手本になれるように、自分から話しかけることができた。 

 ・小学生に指示したこと以外の気づいたことを教えることができ、課題を見つけ解

決方法を考えた。 

・場所がわからない人に、言葉遣いに気をつけて案内でき、この取組の意義が理解

できた。自分が担当したところは、工夫してすることができた。 

 ・小学生に適切な言葉で対応でき、地域の人ともコミュニケーションがとれた。 

 ・小学生の目線にたって上手に連携してブースの仕事に取り組めた。 

 ・小学生に優しく教え、楽しく話ができ、社会的な取組を理解することができた。

将来について、課題を見つけることができた。  
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 （３）学校運営協議会や研究推進協議会での地域からの意見 

    地域と学校の連携を進めるに当たり、今後一層の事業拡大を協議する上での参考として、

年度初と年度末に、学校運営協議会委員及び研究推進協議会委員を対象に、本校に対する

意識調査（資料参照）を実施し、次のような結果を得た。 

    ・すべての質問項目に対する肯定的回答の割合（平均）は、年度初７８.２％から年度末

９３.２％に大幅に上昇した。 

・年度末ではすべての質問項目のうち３項目が、肯定的回答が１００％になった。 

・委員による学校行事への参加回数５回、授業参観への参加回数は３回であった。 

・学校の教育活動に対する肯定的な意見を集約できた。 

  ただし、この結果は、コミュニティ・スクールの導入により期待する効果の一つ「取組

の方向性に係る地域との共有と熟成」について、「始まりの始まり」であることに留意する

必要があると考えている。 

 

【「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」への意見記述から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の様々な「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」への評価から、学校に多様な人々が関

わっていくことで、多くの大人の専門性や地域の力を生かした教育活動等が実施され、

学校での学びがより豊かに、広がりをもったものとなり、生徒の学びが充実すること、

信頼できる大人と多くの関わりをもち、愛情を注がれることにより、自己肯定感や他人

を思いやる心など豊かな心が育まれていると思われる。生徒から「地域の人と一緒に活

動して、感謝を学ぶことができた」「地域で活動して、街を良くする方法があると感じる

機会になった」という声が聞かれるなど、地域の人々に支えられ学んでいくことで、地

域への愛着が芽生え、地域の担い手としての自覚が育まれていると考える。 

 

（４）課題と展望 

    育成したい九つの資質・能力については、一年間でいずれも確実に伸びた。特に、地域

文化理解力、社会参画力、課題発見解決力については、本実践研究の取組により向上が図

られたと評価できるだろう。しかし、九つの資質・能力を「バランス良く」伸ばすところま

で、取組の成果が及んだかどうかについては、現時点では即断できない。本実践研究にお

ける地域との協働の取組は、まだ始まったばかりであり、今後の実践の中で、九つの資質・

能力全体の育成につながるような仕掛けと手立てをさらに工夫し、評価していくことが課

題であろう。        

気になるのは、協議会やＷＧで協議を進めていく中で、協議内容が、何をするのか、 何

ができるのかに偏りが生じることが多く見受けられた点である。「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）

の教育」の目指す育成したい資質・能力や専門性の高い商業、工業のどのような学びを深

めるかという視点を大切にし、地域と意識を十分に共有する必要がある。 

これからの生徒には、厳しい挑戦の時代を乗り越え、高い志や意欲を持つ自立した人間

として、他者と協働しながら創造的に生き、未来を切り拓いていく力が求められている。

生徒の「生きる力」は、多様な人々と関わり、様々な経験を重ねていく中で育まれるもの

 ・小学生は高校生とのふれあいの中で、高校生への憧れができる。小学生はキャリ

アパスポートに書ける。高校生の自己肯定感も上がると思う。交流も含めてキャ

リア教育につなげていきたい。 

 ・高校生は課題解決型ボランティアにするのがよい。自分で町の問題点を発見し、

解決策を提案し、ボランティア活動につなげ貢献する。また、ボランティアをす

ることによって、マナーやコミュニケーションも身につく。１年生から全員ボラ

ンティアに参加し地域を知ることが大切。イベントなどを考えてもおもしろい。 

 ・組織的な地域連携について、コンソーシアムを構築する必要がある。そのために

は、地域に玉野商工の生徒にどんな力を付けさせるのか十分伝える必要がある。 
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であり、学校のみで育めるものではない。生徒の確かな育ちを保障するには、信頼できる

大人との多くの関わりが不可欠である。人と人との関わりを通して、ＣｏＣｏＬｏ（ここ

ろ）は育つ。 

そのため地域社会を構成する一人一人が当事者としての役割と責任を自覚し、主体的・    

自主的に生徒たちの学びに関わり、支えていく中で、「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」を

定着させ、大人もともに学び合い成長を遂げていく姿を目指したい。 

 

 ２ コミュニティ・スクール等の仕組みを活かした学校と地域社会の持続可能な連携・協働体

制のモデル構築について 

 

（１）学校評議員会から学校運営協議会への移行の促進 

学校の教育活動に対し様々な角度や多様な見方からの意見をもらうことで、教育活動や

地域連携に関する点検や見直しを図り、教職員や保護者・地域の人々のコミュニティ・ス

クールに対する意識づくりを促進できた。 

学校運営協議会の必須機能である学校運営の基本方針の承認は、計画の段階から地域の

人々や保護者等の参画を得た学校運営ができ、校長の異動があっても持続的な学校運営が

図られる点で意義があることが再認識できた 。    

 

（２）ＷＧを通じた地域学校協働活動への参加促進（学校運営協議会を熟議の場に）      

本実践研究では、学校運営協議会の委員について、学校のミッションや取組の方向性に

即して選定し（「テーマ・コミュニティ」）、企業連携、小中学校との連携、地域ボランティ

ア活動連携という視点から三つのＷＧに分けて、広く意見を求めた。これにより、地域の

意見をより学校運営の改善や具体的な取組に反映しやすくなった。学校運営協議会を、熟

議（熟慮と議論）の場にすることが重要であることを改めて実感した。熟議の仕組みの構

築により、地域による学校への支援の拡大や、風通しのよい学校運営、学校・家庭・地域の

持続的な信頼関係の構築につなげることが期待できる。そのためにも、委員は、前述のよ

うな「テーマ・コミュニティ」に基づいて選定するのが望ましく、学校が立地する自治体

（市町村）にこだわる必要はないと考える。 

教職員の意識については、学校運営協議会に参画した教職員は学校運営への改善意識が

高まったが、直接参画しなかった教職員の意識の醸成は課題である。今後は、全教職員が、

いずれかの ＷＧに属するような体制の構築も一考に値すると思われる。  

 

（３）学校運営協議会等への生徒の参加 

生徒を学校運営協議会やＷＧに参加させることにより、地域社会を構成する当事者とし

ての役割と責任を自覚させることができる。また、生徒による主体的・自主的な社会貢献

活動や学習活動を取り込むことにより、学校運営の質的改善に向けたＰＤＣＡサイクルを

持続的に確立しやすくなると思われる。また、地域の「大人」にとっても、生徒と意見を交

わすことが、自らの役割と責任を再認識する機会になったと思われる。 

  課題として次の二点を挙げることができる。 

  ・どの生徒を、どの場面で、どのように参加させるか。 

  ・生徒全体の動きとして、どのように意識の醸成を図るか。 

今後、恒常的に学校運営協議会に参加し、全校生徒の先導役となるような組織（生徒実

行委員会（ＣｏＣｏＬｏ委員会））のような組織を検討する必要がある。  

 

（４）課題と展望 

  学校運営協議会の設置について、当初、次のような課題認識は否めなかった。 

  ・学校評議員制度のような類似制度との違いが不明確である。 

  ・既に保護者・地域の意見が反映されているので必要ない。 

・任用の意見具申により人事が混乱したり、学校の自律性が損なわれたりするのでは

ないか。 



17 
 

実際には、前述のような取組が多様な人材の英知を集結することができる環境を生み出

し、一方的な支援にとどまらない、主体的・能動的な取組の展開へと導いている。 

今後も、持続可能で実現可能な適切な取組を実施していくためには、委員が一方的に意

見を述べるだけでなく、地域が何を「する」のかも含めて意見を述べてもらようにするこ

とが重要であると考える。 
 
【持続可能な連携・協働体制の構築についての意見記述から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような学校運営協議会での意見からも、今後は、地域の人々との交わりで得られ

る多様な経験を通じ、全教職員が豊かな指導力の発揮につなげていくとともに、教育や生

徒の成長に対する責任を分かち合い、学校がやるべきこと、家庭がやるべきこと、地域が

やるべきことの役割分担を図ることで、教職員が生徒と向き合う時間の確保につなぎたい。 

また、持続可能な取組や多くの地域の人々の参画を促していくためには、学校と地域の

人々が全体として目標を共有し、役割分担を進めながら、組織的な取組を進める必要があ 

る。その意味で、両者をつなぐコーディネート機能の充実が重要であり、学校教育と地域

の実情の両方に通じたコーディネーター（社会教育主事有資格者、ＰＴＡ役員経験者等）

の配置が、学校と地域の双方において望ましい。教員の任用については、１２月に学校運

営協議会から玉野市教育委員会に、合議体としての意見具申をしたが、これが実現される

ことを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ１（企業連携） 

 ・商工会議所が、学校と地域をつなぐコーディネーター的な役割を果たすことが

できればよい。 

 ・玉野市の人が玉野市に残って持続する町にしたい。現場へ行ってみて、今学ん

でいることがどのように社会とつながっているのかがわかるのではないか。社

会の仕組みを早い段階で、地域の大人（先輩）から学ぶことが大切だ。 
  

ＷＧ２（小中学校との連携） 

 ・学校行事に地域の人々が参加することが重要である。 

 ・先生の負担感が増すと持続可能にならない。地域の方を上手に取り込み、任せ

ていくことが大切である。 
  

ＷＧ３（ボランティア活動連携） 

 ・持続可能なボランティア活動にするために、校内で組織的なボランティア委員

会を教職員と生徒でつくり、外部にも同様の協力組織をつくるのがよい。 

 ・「ＣｏＣｏＬｏ（こころ）の教育」を実現するには、授業の中のほうが受け入

れ側も協力しやすいと思う。 
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＜資料＞ 
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。
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。
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。
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。
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。
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）
、
も
の
づ

く
り

（
※
２
）
、
学
校
生
活
全
般
の

３
分
野
に
お
い
て
、
自
分
の
取
巻

く
環
境
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
自

分
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

・
自
分
自
身
の
課
題
に
つ
い
て
理

解
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
自
分
自

身
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分

の
習
慣
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

2

・
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
し

て
い
る
。

・
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い

る
。

・
親
し
い
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
挨
拶
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
地
域
の
伝
統
文
化
や
活
動
を
理

解
し
て
い
る
。

・
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
。

・
未
来
手
帳
の
活
用
を
心
が
け
て

い
る
。

・
地
域
に
関
す
る
文
化
的
、
社
会

的
な
取
組
の
意
義
を
理
解
し
て
い

る
。

・
各
科
目
の
知
識
を
習
得
す
る
た

め
に
必
要
な
学
習
習
慣
の
問
題
点

を
把
握
し
、
改
善
に
努
力
し
て
い

る
。

・
３
分
野
に
お
い
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
や
意
見
を
言
い
、
話
し
合

い
に
参
加
で
き
る
。

・
自
分
自
身
の
課
題
に
つ
い
て
自

分
で
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め

に
、
自
分
の
習
慣
を
変
え
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
る
。

3

・
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
で

き
て
お
り
、
規
則
（
ル
ー
ル
）
を

守
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身

に
つ
い
て
お
り
、
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
人
の
話
を
聞
き
、
相
手
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
相
手
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
。

・
親
し
い
仲
間
以
外
と
協
力
す
る

こ
と
が
で
き
、
協
力
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
。
礼
儀
や
マ
ナ
ー

が
身
に
つ
い
て
い
る
。

・
地
域
の
伝
統
文
化
や
活
動
を
理

解
し
、
ど
の
よ
う
な
物
的
、
人
的

資
源
が
あ
る
か
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
高
校
卒
業
時
の
進
路
に
つ
い
て

具
体
的
に
考
え
て
い
る
。

・
未
来
手
帳
に
記
入
す
る
習
慣
が

つ
い
て
い
る
。

・
地
域
に
関
す
る
文
化
的
、
社
会

的
な
取
組
の
意
義
を
理
解
、
説
明

し
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
各
科
目
の
知
識
を
習
得
す
る
た

め
に
必
要
な
学
習
習
慣
が
身
に
つ

い
て
お
り
、
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。

・
３
分
野
に
お
い
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
、
他
学
科
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
他
者
と
協
力
し

な
が
ら
計
画
的
に
活
動
で
き
る
。

・
自
分
自
身
や
学
校
内
、
地
域
や

社
会
に
お
い
て
、
未
来
に
向
け
て

改
善
・
改
革
・
継
続
す
べ
き
課
題

を
自
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

4

・
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
で

き
て
お
り
、
自
分
で
考
え
基
本
的

な
生
活
習
慣
も
身
に
つ
い
て
お

り
、
計
画
的
に
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
人
の
話
を
聞
き
、
相
手
の
気
持

ち
や
立
場
を
考
え
な
が
ら
、
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
校
内
外
の
他
者
と
の
立
場
を
理

解
し
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
と
協

力
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

気
持
ち
よ
く
笑
顔
で
挨
拶
し
、
適

切
な
言
葉
遣
い
で
人
と
会
話
が
で

き
る
。

・
地
域
の
伝
統
文
化
や
活
動
を
理

解
し
、
課
題
と
と
も
に
具
体
的
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
他
国
や
他
地
域
の

文
化
、
習
慣
に
も
興
味
を
持
ち
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
進
路
実
現
に
向
け
て
具
体
的
に

何
が
必
要
か
考
え
行
動
し
て
い

る
。

・
未
来
手
帳
を
十
分
活
用
し
、
適

切
に
自
己
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
に
関
す
る
文
化
的
、
社
会

的
な
取
組
に
参
加
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
、
主
体
的
に
社
会
に
参
画
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

・
各
科
目
の
知
識
を
習
得
す
る
た

め
に
必
要
な
学
習
習
慣
が
身
に
つ

い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で

学
ん
だ
内
容
を
他
科
目
や
他
教
科

で
活
用
で
き
る
。

・
３
分
野
に
お
い
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
、
他
学
科
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
他
者
と
協
力
し

な
が
ら
積
極
的
に
情
報
収
集
し
、

ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
ま
と
め
独
創

的
な
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
学
校
内
、
地
域
や
社
会
に
お
い

て
、
未
来
に
向
け
て
改
善
・
改

革
・
継
続
す
べ
き
課
題
を
見
つ

け
、
課
題
の
原
因
や
解
決
方
法
を

探
究
で
き
る
。

5

・
自
分
の
長
所
と
短
所
を
理
解
で

き
て
お
り
、
自
分
の
行
動
（
基
本

的
な
生
活
習
慣
も
含
め
）
に
よ
り

良
い
影
響
を
他
人
に
与
え
て
い

る
。

・
人
の
話
を
聞
き
、
相
手
の
気
持

ち
や
立
場
を
考
え
な
が
ら
、
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、
ま
わ
り
に
気
配

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
校
内
外
の
他
者
と
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
、
自
発
的
に
働
き
か

け
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
チ
ー
ム
で
働
く
力
が
身
に
つ

い
て
い
る
。

・
地
域
の
伝
統
文
化
や
活
動
を
理

解
す
る
と
共
に
、
課
題
を
見
つ
け

解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
他
国
や
他
地
域
の
文

化
、
習
慣
に
も
興
味
を
持
ち
理
解

し
た
上
で
交
流
し
た
り
活
動
し
て

い
る
。

・
高
校
卒
業
時
の
進
路
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
具
体

的
な
見
通
し
を
持
っ
て
行
動
し
て

い
る
。

・
未
来
手
帳
を
活
用
し
、
適
切
に

自
己
と
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
に
関
す
る
文
化
的
、
社
会

的
な
取
組
に
参
加
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
、
外
部
機
関
と
協
働
す
る
な

ど
主
体
的
に
社
会
に
参
画
し
て
い

る
。

・
各
科
目
の
知
識
を
習
得
す
る
た

め
に
必
要
な
学
習
習
慣
が
身
に
つ

い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で

学
ん
だ
内
容
を
学
校
や
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
３
分
野
に
お
い
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
、
他
学
科
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
他
者
と
協
力
し

な
が
ら
積
極
的
に
情
報
収
集
し
、

独
創
的
に
活
動
し
た
の
ち
に
、
活

動
を
分
析
し
た
り
評
価
し
、
他
者

に
伝
え
た
り
、
他
の
分
野
へ
応
用

す
る
た
め
に
一
般
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
学
校
内
、
地
域
や
社
会
に
お
い

て
、
未
来
に
向
け
て
改
善
・
改

革
・
継
続
す
べ
き
課
題
を
見
つ

け
、
課
題
の
原
因
や
解
決
方
法
を

探
究
す
る
中
で
、
事
象
を
一
般
化

し
た
り
、
新
た
な
課
題
を
発
見
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
指
標
は
、
本
校
生
徒
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
照
し
、
本
校
教
員
全
員
で
協
議

・
作
成
（
平
成
３
０
年
度
）
】

(※
１

)イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
関
す
る
地
域
や
学
校
の
取
組
。

(※
２

)技
術
習
得
、
生
産
活
動
な
ど
に
関
す
る
地
域
や
学
校
の
取
組
。

玉
野
市
立
玉
野
商
工
高
等
学
校
　
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｌ
ｏ
（
こ
こ
ろ
）
の
教
育
　
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

Co
m

m
un

ic
at

io
n（

思
考
の
伝
達
）

Co
lla

bo
ra

tio
n（

協
働
）

Lo
gi

ca
l t

hi
nk

in
g（

論
理
的
思
考
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
人
間
力
）

地
域
や
世
界
と
協
働
す
る
力
（
実
践
力
）

論
理
的
思
考
力
（
基
礎
学
力
・
専
門
知
識
力
）
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【記入に当たって】 氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

項　　　　目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

本校の３つの学校教育目標（共育・共創・人財）を知っている。

本校の目標や課題を共有するため、学校運営協議会（研究推進協議会）が設置されているの
を知っている。

地域や企業の意見が、教育活動や地域連携に活かされていると感じている。

３．でＡまたはＢを選ばれた方にお伺いします。
どんなところに活かされていると感じますか。具体的にご記入ください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本校のCoCoLo教育で育成している９つの資質や能力について知っている。

次のうちどれですか。
知っていたものに○をつけてください。複数可。

自己理解力　・　他者理解力　・　人間関係形成力　・　地域文化理解力
キャリア実践力　・　社会参画力　・　知識力　・　創造力　・　課題発見解決力

本校が地域（幼小中・企業・行政）と連携して実施している教育活動を知っている。

５．でＡからＣを選ばれた方にお伺いします。

オープンスクールでは、生徒が主体的に活動しており、中学生の進路選択につながってい
る。

キッズビジネスタウンたまのでは、生徒が主体的に活動しており、小中学生と交流ができてい
る。

雄心祭（文化の部・体育の部）では、生徒が主体的に活動しており、資質や能力の向上につ
ながっている。

地域で行っているボランティア活動が、地域の活性化につながっている。

インターンシップ（就業体験）を２年生全員で行うことが、進路意識の醸成につながっている。

本校は、社会のルールやマナーが身につくように教育活動が行われている。

生徒は、主体的に学習に取り組んでいる。

教員は、生徒が主体的に取り組むよう授業の工夫を行っている。

本校は、効果的に情報発信を行っている。

９．で、ＡまたはＢを選ばれた方にお伺いします。
該当する方法に○をつけてください。複数可。その他、より効果的と思われる方法があれば具
体的にご記入ください。

スクールガイド　・　ポスター　・　ホームページ　・　フェイスブック　・　新聞記事

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 裏面に続く

※

8

9

（１）

その他、本校がさらによくなるアイディアがあれば、できるだけ具体的にお書きください。

5

（１）

6

7

3

（１）

4

（１）

学校運営協議会および研究推進協議会についての意識調査用紙　

今現在の意識で、それぞれの項目について、該当するものをＡ～Ｅの中から選び、○をつけてください。

Ａ：よくあてはまる　Ｂ：ややあてはまる　Ｃ：あまりあてはまらない　Ｄ：まったくあてはまらない　Ｅ：わからない

No.

1

2
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学校運営協議会設置、開催までの経緯 

 

【平成３０年度】 

５月 ［学 校］玉野市教育委員会事務局に「玉野市学校運営協議会に関する規則」の改定を依頼 

［学 校］全教員参画による「求める資質・能力」作成開始 

９月 ［学 校］「未来プロジェクトチーム」（学校の新たな将来像を描き、取組を先導する組織）新設 

１２月 ［学 校］「求める資質・能力」完成、職員会議で説明→全教員によるルーブリック作成開始 

［市教委］「玉野市学校運営協議会に関する規則」改定（平成３１年４月１日施行） 

［学 校］職員会議：学校運営協議会設置及び文部科学省調査研究事業への申請について説明 

［学 校］学校運営協議会委員（案）について玉野市教育委員会事務局と協議 

１月 ［学 校］学校運営協議会委員に対する内諾開始（校長、主幹教諭） 

［学 校］職員会議：学校運営協議会委員（案）について説明 

２月 ［学 校］ルーブリック完成、職員会議で説明→グランドデザイン作成開始 

    ［学 校］学校評議委員会：学校運営協議会設置及び「求める資質・能力」について説明 

    ［学 校］ＰＴＡ役員会：学校運営協議会設置及び「求める資質・能力」について説明 

３月 ［学 校］職員会議：グランドデザインについて説明 

［学 校］文部科学省調査研究事業に係る研究推進協議会委員について玉野市教育委員会事務局と協議 

→研究推進協議会委員に対する内諾開始（校長、主幹教諭） 

［学 校］玉野市教育委員会事務局に文部科学省調査研究事業に係る事業計画提出 

 

【平成３１年度（令和元年度）】 

４月 ［学 校］職員会議：「求める資質・能力」、ルーブリック、グランドデザイン、学校運営協議会設置及 

び文部科学省調査研究事業について説明 

［学 校］ＰＴＡ役員会：同上 

［学 校］玉野市教育委員会に学校運営協議会委員に係る意見具申 

５月 ［市教委］学校運営協議会委員に委嘱状交付 

［学 校］ＰＴＡ総会：「求める資質・能力」、ルーブリック、グランドデザイン、学校運営協議会設置

及び文部科学省調査研究事業について説明 

６月 ［学 校］同窓会総会：「求める資質・能力」及び学校運営協議会設置について説明 

７月 ［学 校］第１回学校運営協議会及び研究推進協議会開催 
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令和元年７月５日（金） 山陽新聞 玉野圏版 掲載 
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学校運営協議会委員及び研究推進協議会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回研究推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回学校運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ１（企業連携）委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回ＷＧ１（企業連携）委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ３（ボランティア活動連携）委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回ＷＧ３（ボランティア活動連携）委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ２（小中学校との連携）委員 
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第１回ＷＧ２（小中学校との連携）委員会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回学校運営協議会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回研究推進協議会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回研究推進協議会 
ＷＧ３（ボランティア活動連携） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回研究推進協議会 
ＷＧ１（企業連携） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回研究協議会 
ＷＧ２（小中学校との連携） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３回研究推進協議会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３回学校運営協議会 
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学校運営協議会委員（研究推進協議会委員を兼任） 

 玉野公共職業安定所所長                      赤木  功 

 玉野商工会議所総務課長                      近藤 克也 

 玉野商工会議所青年部会長                     大月  博 

 玉野市商工観光課課長                       大倉  明 

 玉野市小学校長会代表                       西川 竜馬 

 玉野市中学校長会代表                       岡本久美子 

 玉野市青少年育成センター所長代理                 妹尾  均 

 スクールカウンセラー                       進賀 友一 

 地域住民代表                           大野 敏明 

 玉野商工高等学校ＰＴＡ会長                    小山恵里香 

 玉野市教育委員会学校教育課課長（兼玉野商工高等学校事務長）    住田 義広 

 玉野商工高等学校校長                       田村 繁樹 

 玉野商工高等学校教頭                       福岡 明広 

 

 

研究推進協議会委員 

 株式会社三井Ｅ＆Ｓビジネスサービス人事総務サービス部玉野分室長  稲田 秀知 

 株式会社宮原製作所取締役経営企画部長               森川 友和 

 三国工業株式会社経営管理部課長                  細谷 静男 

 瀬戸内温泉たまの湯支配人                     石川 勝幸 

 両備バスカンパニー玉野営業所所長                 守安 栄之 

 前ＮＰＯ法人ＵＮＯＩＣＨＩ実行委員会理事             畑  明子 

 デザイン事務所アダプト（地域住民）                金谷 浩之 

 フリーアナウンサー（地域住民）                  妹尾 恵美 

 岡山大学大学院教授                        髙瀬  淳 

 玉野市教育委員会教育長                      石川 雅史 

 玉野市教育委員会学校教育課主幹（指導主事）            栗本 明徳 

 

 

事務局 

 玉野商工高等学校事務長代理                    清山 智保 

 玉野商工高等学校主幹教諭                     大場 匡徳 

 玉野商工高等学校教務課長                     佐藤 伸治 

 玉野商工高等学校総務課長                     鳥越  修 

 玉野商工高等学校生徒指導課長                   槌谷 信行 

 玉野商工高等学校進路指導課長                   長尾 清次 

 玉野商工高等学校教育相談室長                   鈴木 俊雄 

 玉野商工高等学校工業科主任                    戸田 義久 

 玉野商工高等学校商業科主任                    小野 智子 

 玉野商工高等学校数学科主任（共通教科代表）            安達 暁俊 

 

 

参画生徒 

 ＷＧ１（企業連携）       田邊 陽向  垣内 愛菜  斉藤玲未依  谷口慎太郎 

  難波 卓也  畑上 佳輝  松森 京護   

 ＷＧ２（小中連携）       青陰 祐真  守安 芽生  𠮷𠮷形 優奈  藤本 悠誠 

 ＷＧ３（ボランティア活動連携） 山﨑 郁哉  長谷井 愛         
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